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は じ め に

国立教育政策研究所教育課程研究セ ンターでは，全国学力 ・学習状況調査，

特定の課題 に関する調査等の調査や各種指導資料の作成等 を行 うとともに，研

究指定事業を実施 し，各学校において学習指導要領に基づ く教育課程が円滑に

実施 され るために，特に重要な課題について研究テーマを示 し，指定校や指定

地域での実践的研究を進めています。その成果は，各学校における教育課程の

編成，指導や評価の改善などのために提供するとともに，今後の教育課程や指

導方法の改善に向けた資料 ・データとして，中央教育審議会への報告等を行っ

ているところです。

「教育課程研究指定校事業」は，幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び中

等教育学校における教育課程及び指導方法等について調査研究を行 うことを通

して，学校教育の改善充実に資するものであります。

本冊子に掲載 した研究報告には，幼稚園において，「幼児一人一人が集団 と

のかかわ りの中で 自己実現を図るための指導の在 り方に関す る研究」の主題 に

基づ く具体的な取組の要点がま とめられていますので，これ らの事例が全国の

幼稚園や教育委員会等の参考 とな り，今後の学校教育の改善充実に資す ること

を期待 してお ります。

最後に，2年 間の調査研 究 に熱 心にお取組みいただいた研究指定校の方々，

関係教育委員会等の方々に心から感謝の意を表 します。

平成21年3月

国 立 教 育 政 策研 究 所

教育課程研究センター長

中 岡 司
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平成18・19年 度教育課程研究指定校事業研究成果報告書

ふ り が な

学校名
あらかわ く りつみなみせんじゅだ いに よ うちえん

荒川区立南 千住第二幼稚園

園 長 名 ： 千明 素子

所 在 地 ： 東京 都荒川 区南千住8－2－1

電話 番号 ：03－3891－5701

① 幼児一人一人が集団とのかかわ りの中で自己

実現を図るための指導の在 り方に関する研究

（平成18・19年 度）

Ⅰ 研究指定校の概要

1学 校 ・地域の特色及び実態

東京の再開発地域の幼稚園である。再開発事

業の進展に ともない高層の集合住宅が立ち並

び，人口が増え続 けている。園児の約98％ は高

層の住環境，核家族家庭であ り半数以上の家庭

が1，2年 の間に他地域から転入 してきている。

本園では園児数の急増への施設面での対応 とと

もに多人数のよさを生か した教育活動を進め，

地域の公園や隣接す る小学校の校庭 も教育環境

として活用 し，園児，保護者が地域への親 しみ

をもてるよ うに している。

2学 校 の 概 要 （平成19年5月1日 現在）

教員数

7名

Ⅱ 研究の内容及び成果等

1研 究主題等

（1）研究主題

心も体 もた くましい幼児の育成

―集団の教育力を生かして―

（2）研 究主題設 定のね らい

園児 は家庭 で大 切 に育て られ ，素直で ，人

に親 しみや す い幼 児が 多い。 しか し，友達 と

のか かわ りでは様 々 な葛藤 を抱 えた り，思 い

を実現す る場 面 ではす ぐにあ き らめた りす る

姿が見 られ る。 体 力面の 向上 も願 い ，教育 目

標 の達成 に向けて ， 「心 も体 もた くま しい幼

児」 を， 目指 したい幼児 像 と して と らえた。

「集 団 とのか かわ りの中で 自己実 現す る幼

児」 を 目的に向 かって 困難 を乗 り越 え る 「た

くま しい幼 児」 とし，個 の育 ちと集 団の教育

力 とのつ なが りをお さえなが ら検証 を重 ね，

教師の指導 の在 り方 を明 らかに して い くこと

とした。

（3）2年 間の主 な取組

［平成18年 度 の主 な成 果 と課題 ］

・ 「心 も体 もた くま しい幼 児」 につい て園内

で共通理解が深 ま り， 「た くま しさ」の視点

で 日常の幼児 の姿，活 動や行 事の取組 をと ら

えてい くことがで きた。

・個 と集 団の関係 をお さえて学 級経営 を進 め

評価反省 の視点 が明確 に なってきた。

・集団 の教 育力の 育 ちについ て検 討 を重 ね
，

集団の形成過程 を とらえた指 導計 画を作成 し

てきた ことで，学級や 幼児 の とらえ方 が深 ま

った。

［平成19年 度の主な取組］

・指導計画のそれぞれの時期の教育力や幼児

の姿，教師の援助を見直し，話 し合いを重ね

ながら研究紀要の作成を行った。

・研究保育 ・事例研究を行い，研究主題の 目

指す幼児 を育てる指導を明らかに してきた。

・研究発表会を開催す る中で公開保育
，研究

紀要の配布，研究協議 を行い，本研究の成果

を広めた。

5



2教 育課程の編成

（1）教育 目標

① 幼稚園の教育 目標

幼児一人一人の特性 を生かし，自主性，

社会性，創造性 を身に付 けた感性豊かな心

身ともに健康な幼児の育成を目指す。

元気な子 や さしい子 考える子

② 幼稚園の教育目標を達成するための教育課程編成の重点

目指す幼児像の具現化を図 り，教育目標

を達成するために，今年度は次の5点 を教育

課程編成の基本方針 とす る。

・幼児が 自らすすんでかかわる環境の充実 と

整備 を図 り，直接体験を通 して心身 ともに健

全な発達が促 されるよ うにする。

・多人数のよさを生か し，一人一人の発達段

階に沿った成長を促 しながら，心 も体もたく

ましい幼児を育てる。

・一人一人のよさや可能性を生か し合える場

をつ くり，幼児同士が互いに認 め合い，尊重

し合 う人間関係 をつ くる。また，多様な友達

関係が構築できるような交流を図る。

・身近な自然や多様な文化に触れ，感動体験

を通 して，好奇心や表現意欲を高め，幼児が

様々に思考 した り，創造性豊かに表現 した り

す る楽 しさが味わえるようにする。

・幼児が園生活の中で状況に応 じて安全な行

動がとれ るよう計画的な指導を積み重ね，安

全に対す る構えを身に付けさせ る。

（2）指導の重点

① 教育課程の編成，実施にかかわる指導の重点

一人一人の個性を尊重 し心身ともに健全

な幼児を育成するために，体験的な活動を

重視 し，次のような重点をおいて指導する。

・広い園庭 とい う環境を生か し，遊びの中で

十分に体を動かすことを楽 しみながら，体の

諸機能の発達を促す。

・教師 との信頼関係 を基盤 に，人 とかかわる

楽 しさや友達のよさを知 り，自分も他者も大

切にす る心情を育てる。また，多人数の学級

集 団で のかかわ りを通 し，多様 な感 情 を体験

で きるよ うにす るこ とで心の成長 を図 る。

・幼児 が心 を動か し， 自らかかわ ってい こ う

とす る環境 として，場， 人，物の視 点で環境

を計画的 に構成 す る。興味 を もって 自己実現

で きるよ うな園庭 の環境 を整 えてい く。

・施設 の特性 を生 か し，園庭 での栽培活動 を

充 実 させ ，身近 に見た りかか わった り味 わっ

た りす る体験 を通 して食 べ るこ とへの関心 を

深 めてい く。

・汐入公 園を教育環境 として活用 し，広い場

所 で体 を十分 に動か し健康 な体づ く りを 目指

す。

・近隣の小学校 と施 設の共用や 行事参加 ，ふ

れ あい活動 を通 して交流 を図 り，連携 を 目指

す。

・地域 の方や専 門家 な どの豊か な人材 を活用

し，幼児 が様 々な大人 の存 在 を知 る とともに，

親 しみ を もっ てか か わ る機 会 を継 続 的 に も

つ 。

（3）その他

・地域の諸機関と連携 し，不審者対応，災害，

事故防止のため安全に対する態度 を育てる。

・家庭や地域社会に向けて，子育てにかかわ

る支援活動を計画 し，地域の中での園の役割

を果たす。また，PTAの サークル活動を支

援 し保護者が活躍できる場を提供 してい く。

・地域や保護者に園の教育内容を開いていく

とともに，地域で行われ る行事にも積極的に

参加する。

・園内研究を通し，幼児が集団とのかかわ り

の中で物事を追求 した り目的を達成 したりす

る体験ができるよう環境を整え，指導の在 り

方を学び合い，保育を充実させる。また，研

究発表会を開催 し，研究の成果を広 く発信す

る。

・園便 り，外掲示板等で教育活動を保護者や

地域へ紹介 し，園への理解を得なが ら協力関

係 を築 く。
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3研 究内容及び具体的な研究活動

（1）具体的な研究課題

① 「集団の育つ道す じ」の流れ を事例研究

と指導計画の作成を進める中でとらえる。

② 事例を5つ の視点から見直し，検討する。

③ 年間指導計画の見直 しを，幼児の姿，集

団の教育力，教師の援助の視点から行 う。

④ 「た くましい幼児」の育成に向けて，家

庭 との連携を深める。

（2）取組

① 集団の育つ道す じ

事例研究 と指導計画の作成 を進める中

で，集団の育つ道す じが見えてきた。

集団は次の〓～④の順序で育ってい くと

考える。

〓群れ （漠然とした一体感）

① 教師との信頼関係をもとに居場所ができる

② 幼児同士がつながり心地よさを感じる

③ 生活の仕方や決まり，遊びのルールを共有する

④ 協同的なかかわりをもつ

〓群れ （漠然とした一体感）

幼児がそれまで過 ごしていた家庭か ら

初めての集団生活である幼稚園に入った

初期の時期 を，幼児が集まっているだけ

の群れの時期 ととらえる。そこでは一人

一人の幼児がそれぞれ の思いで環境にか

かわっているが，同年齢の幼児が同 じ場

所で同 じ時間を過ごすことで，漠然 とし

た一体感を感 じていると考えられ る。

① 教師との信頼関係をもとに居場所ができる

幼児たちは信頼 できる大人である教師

と出会い，一緒に楽 しい経験を重ねなが

らつなが りを確かなものに してい く。そ

して教師 とのつなが りをもとに，安心感

をもって遊び始める。 “大好きな先生”

がいる学級だか らこそ，学級への所属意

識が芽生えるといえる。

② 幼児同士がつながり心地よさを感じる

教師 をよりどころとして，学級の中で

安心 して遊び始めた幼児たちは，周 りに

いる友達の名前を覚えた り，一緒 に遊ん

だ りしなが らお互いに知 り合 ってい く。

そこで友達 と一緒に楽 しい経験や，思い

通 りにな らない経験 を積 み重ね ること

で，だんだんその学級 の幼児同士がつな

が り，心地 よさを感 じられ る集団 となっ

てい く。お互いの存在 をそのまま受け入

れ合った居心地 のよい集団で生活を共に

す ることで，学級の幼児同士のつなが り

も確かなものになってい く。

③ 生活の仕方や決まり，遊びのルールを共有する

幼児は友達 とのかかわ りの中で，それ

ぞれの思いや意見の食い違 いに出合い，

時には衝突 も経験する。また， 自分の思

いがすんな りと通 らない ことで葛藤が生

まれる。幼児は，葛藤 を見守 り共に感情

を揺 り動かす教師や友達がいる集団の中

で，お互いの気持ちや意見を調整 し合っ

て， 自分 も友達 も気持 ちよく過 ごすため

の生活や遊びのルール を獲得 してい く。

そ して，みんなで決めた生活の仕方やき

ま り，遊びのルールを共有す る集団の中

で，いろいろなものご とを経験 しなが ら

人間関係 を深めていく。

④ 協同的なかかわりをもつ

自分たちで作 ってきた共通のルールの

もとで生活や遊びを共 にす るようになっ

た幼児たちは，イメー ジを共有 しなが ら

一つの 目的に向かって，それぞれ 自分の

役割 を見出 しなが ら協 力 して遊び始 め

る。そ して協同的なかかわ りをもつ集団

の中で，一人一人が 自分を発揮 しなが ら

遊べるようになる。
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② 集団の育つ道す じと年間計画

集団の育つ道筋を基盤に しながら， “集

団の育ちから見た指導計画”を見ると，

○年少 は① ・②が大切 で ある。ゆっ くりと

行った り来 た りしなが ら，全体的 に見れ

ば③ ・④ まで進 んで い く。

○年 中で は，また，① ・② に戻 って学級づ

く りが始 まる。それか ら③ ・④に進ん で

い く。

○年長で も特 に1学 期 は，③ ・④ だ けでな

く① ・② も意識 して丁 寧 に指導 してい

き，教師 とのつ なが りを深 くし，学 級が

安 心 して活 動 でき る場所 と再確認 させ

てい く必要が あ る。

な どの ことが分 か る。幼稚 園での3年 間

又 は2年 間に，幼児 と集 団 は，段 階 を追 っ

て成長 してい くので はな く，螺旋 を描 くよ

うに，行 きつ 戻 りつ しなが ら育つ ことが と

らえられ た。

③ 事例 と年間計画の見直 し

幼児一人一人の育ちを支え，集団の教育力

を生かす指導を探るためには，幼児の実態

か ら幼児同士のかかわ り方の育ちを読み取

りながら，その中に作用 している教育力を

知る必要がある。

そのため，事例分析の視点を次のように挙

げ，考察の中に含めて記述す るようにした。

a． どのよ うに遊び を見付 けたか

友達 とのかか わ りの きっかけは何か

b． どん な葛藤 を してい るか

c． 葛藤 を ど う乗 り越 えて い くか

d． その ときに どんな教 育力が働 いてい

るか

e． 教 師の指導 の在 り方

④ 「た くま しい幼児 」 の育成 に向けて，家

庭 との連携 を深 める。

まず ， 「た くま しい幼児 」 につ いて家庭

への ア ンケー ト調 査 を行 い，保 護者 が願 っ

て い る幼 児 の 姿 を と らえ て い くこ とに し

た。保 育参加や 運動会 な どの感想 ，幼 稚園

評 価等 に研 究主題 の視点 をお さえ た項 目を

設 定 し，回答 を集 めた。また， 「うちの子，

こん なにた くま しくな った ！」 とい うエ ピ

ソー ドを寄せ て も らい，家庭 で の 日常 の姿

の 中か ら 「た くま しさ」 を と らえて も ら う

よ うに した。

保護者 か らの回答 は以下の通 りで ある。

保護者の考えるたくま しい姿 （抜粋）

＜3歳 児 ＞

・心身 ともに健康な子ども

・ “意欲”があり，挑戦する子

・何事にもがんばっている姿

・自分の考えを人に伝えられる

＜4歳 児 ＞

・あきらめず頑張っているところ

・自分の考えで行動 しようとする子

・健康で元気な子ども

・人の気持ちを考えられる子 ども

・何にでもチャレンジできる

・自分の感情をある程度コン トロールできるこ

と，気持ちの切 り替えが上手

・自分の意見をはっきり伝 えることができる

・優 しく心豊かな子 ども

＜5歳 児＞

・園でも家庭でものびのび生活する子

・自分も相手も大切にできる子

・何事もチャレンジ ！楽 しむ気持 ちをもてる子

・ささいなことでへこたれない

・すぐに人に頼らず， 自分でやってみようとす

る気持ち，姿勢

・外で元気に遊び，健康で明るい

・心身ともに健康な子 ども

・自然，動植物，周囲の人への思いや りをもて

る子

結果の中で特徴的なのは， どの年齢でも

心身の健康，チャレンジする姿が共通にあ
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が って い る点で ある。 これ は教師 の考 え る

「た くま しい幼 児」の姿 と一致す る。

そ こで ，幼稚 園 と家庭 とで共 に協力関係

を築 きなが らた くま しい幼児 を育 てて い く

ために，園だ よ りや学級 だ よ り，保護 者会，

懇談 会，保育参加 等を活用す るよ うに した。

そ の結 果， 当初 は 「とて も家の子 はた く

ま しい とは思 えない」 と話 していた家庭 で

も， 「た くま しい幼児 」への理解 を深 め，

少 しずつ 幼児 の育 ちを認 め る姿が見 られ て

きた。

（3）成 果 ・課題

① 幼児 の成 長 と変容

3歳 児 において は，教師 が一人一人 の

幼児 とのつなが りを大切 に してきた こ と

で，一人一 人が安心 して園 で過 ご してい

る。 学級 で集 ま る場 を喜び，思 いを体全

体 で表現す るこ とを楽 しむ様子 が見 られ

る。 また ，好 きな友達 と同 じ場 で一つの

物 を一緒 に使 う姿 が見 られ る。

4歳 児 にお いては， 自分の思 い と生活

のル ール や友達 の思 い との違い に葛藤 す

る様子 が とらえ られ た。 その姿 を教師 が

受 け止 めた り， トラブル の場面に丁寧 に

かか わった りして きたこ とで，友達 のい

ろい ろな思い を感 じ，人 とのかかわ り合

いが活発 になって きて いる。

5歳 児 においては，集団 で考え合 った

り伝 え合 った りす る場 を作 ってきた。好

きな遊び ，行 事や活 動の 中で も， 自分の

気 持 ちを相 手に表現す る姿や ， 自分が何

を したい のか ・でき るのか を選 び取 り，

集 団の 中で どう動 けば よいか考 えて行動

す る よ うになってきた。 「協 同的 なかか

わ り」 「支 え合 う，認 め合 う」芽 がは ぐ

くまれ て きてい る。5歳 児にな る と，人

とのかかわ りの中で葛藤 の内容 も複雑 に

な り，他者 に対 して の 自己表現の仕方 や

乗 り越 え方 に変化 が見 られ た。

② 「集 団 の育つ道す じ」 の明確 化 と教師

間での共有化

文 献研 究や研 究保 育，事例研 究 を通 し

て 「集 団の育つ 道す じ」が明 らかにな っ

た。文 献か ら， 「集 団」 「集団 の もつ教

育力」 「葛藤」 「協 同性 」な どのキー ワ

ー ドへ の理解 が深 まった
。

実際 に 「個 の育 ちを うながす集 団の教

育力」 「集 団の教 育力 を生かす指導」 を

検討 してい く と，3歳 児 の 「群れ」 の状

態か ら，5歳 児 の 「幼児 同士が一つ の 目

標 に 向か って 協 力 しな が ら物 事 を進 め

る」 とい う方向 に進 ん でい ることが とら

え られた。 そ して，成長 の過程 は行 きつ

戻 りつ しなが ら育つ とい うこ ともとらえ

る ことがで きた。 「集 団の育つ道 す じ」

を教師 間で共通 理解 で き，研究 を進 め る

こ とがで きた。

③ 文献研 究 を踏 ま えた保 育実践 によ るた

くま しさにつ いての理解 の深化

『幼児 期か ら児 童期へ の教育』 を読 み

合 うこ とに よ り，た くま しさを獲得す る

とい うことは幼児 の 自発性 と協同性 を育

て るこ とで ある とい うこ とが分か った。

「幼児 は人 とのかかわ りの中で 自発性

を発 揮す る ことで ，他 児 の思 いに触れ，

自分 との思 いの違 いに気付 き葛藤す る。

葛藤 し，み んな と楽 しく遊ぶ には ど うし

た らよい かを考 え感情 の幅 を広 げ る。 そ

の ことが全体 を見通 した 中で 自分 の役割

を見 出 し， 自分 な りのかかわ り方 を して

い くとい う協 同性 につ なが る」 この よ う

な姿 を実 際の保 育の 中で見取 るこ とが で

き，た くま しさについて理解 が深 ま った。

④ 新 しい視 点 の獲得 と指導 の見直 し
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「集 団 の育つ道す じ」が明確 になった

ことで， 「個 と集 団」 の関係性や集 団の

育 ちか ら学級集 団づ く りを考え る， とい

う視点 がで きた。 個 を育て るための集団

の在 り方 を考 え，集 団 の教 育力 をど う生

か し，指 導 を進 め るか とい う視 点か らも

保 育 を行 うよ うにな った。 日常の保 育の

中で，教師 は一人一 人の幼児 の他者 との

かかわ り方 ，集 団 とのかか わ り方 を じっ

く り見 るよ うにな り，幼 児 を見取 る教師

の視 点が豊 かにな つた。

また， 「集 団の育つ道 す じ」か ら指導

の在 り方 を見直す こ とがで き，それぞれ

の発達 の時期 に応 じた指 導の重点 を確認

し合 えた。

⑤ 教 師間 の共 通理解 と協力体制 の深 ま り

研 究 を通 して教師 間の話 し合 いが多 く

もたれ た こ とに よって，お互 いの保 育の

考 え方 に触れ ，幼 児 を多面的 に見 るこ と

がで き，幼児 の思い をよ り深 く読み取 る

よ うになった。研 究保育 で もい ろい ろな

教師の視 点か ら幼児 を見 るよ うに した こ

とで，幼児 の心 の動 きを細や かに分析 す

る よ うにな り，幼児 理解 が深 まった。 ま

た，教師間 の共通理解 と協力体制 もよ り

深 め られ， 園全体 の指 導力 を向上 させ る

こ とがで きた。

⑥ 保護者 への啓発

保護者 に対 して，保 育参加 ・運動会 ・

幼稚園評価 等で のア ンケー トの 中に 「育

ち合 う」 「た くま しい」 な どの視 点を盛

り込んで いつた こ とで，幼児 のた くま し

さを見出す視 点 を提供 す る ことができ，

我 が子 の成長 した点 に気付 いて もら うこ

とがで きた。

また，保護者 会や降 園時 の連絡 な どで

教師が幼 児 の育 ちを知 らせた こ とで，幼

児同士が共に育ち合 うことの大切 さを理

解 していただき，我が子だけでな く他児

の様子にも温かな関心を寄せ，保護者間

の交流 も深まった。

4研 究成果の普及

（1）研究発表会を開催 した。（平成19年 度11

月2日 ）その中で公開保育，研究協議を行い，

本研究の取組や成果を広 めた。

（2）研究紀要を作成 し，上記研究会に参加 され

た方 と，後 日各関係機関に配布 した。

5今 後の展望

（1）年間指導計画の作成

今回の研究では 「集団の育ちか ら見た指導

計画」を作成 した。引き続き集団の育ちをお

さえた学級集団づ くりを重ね，長期の指導計

画の見直 しを進める。 さらに環境構成や教材

の研究を加 え，最新の年間指導計画を作成す

る。

（2）教師の指導力の向上

作成 した指導計画に基づいて，指導の視点

を 日々の保育，週案作成，学級経営等に生か

す とともに，教師間の話 し合いでは，教師集

団の教育力を十分機能 させ，個々の教師の指

導力の向上を図る。

（3）保護者 との協力体制

今後も保護者の子育て観の中に 「たくまし

さ」の視点をもってもらい，共に幼児の健や

かな成長について考えていく。 さらに家庭で

の食事，過ごし方，生活習慣等を見直す視点

を焦点化 し，伝えていくようにす る。また，

教師の考える 「たくましさ」 と保護者の考え

る 「たくま しさ」を行きかわせ，保護者 と共

に 「心 も体もたくましい幼児」の育成 を進め

てい く。
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資料 （事例と集団の育ちから見た指導計画）

共通の目的に向かって一緒に取り組む友達の存在 5歳 児2月 上旬 （V期）

“みんなで得意技大会をしよう ！”

1月 のお正月遊びの会で、コマやけん玉、お手玉、あやとりなどを経験した幼児たち。2月 の

誕生会で、年長児はできるようになったものを得意技として年少児、年中児に見せることになっ

た。教師の 「誰が何を見せることにする？」の問いかけに、「うまくできる人が見せるのがいい」

「上手にできるものじゃないとだめ」「みんなで練習する」「小さい組がびっくりするものを見せ

たい」などいろいろな意見が出た。みんなで相談した結果、“見せたいものを全員の前でやってみ

て、みんなが得意技と認めたものを見せる”ことにした。

幼児たちは、見せ合う時間まで、「すごい ！」「私のほうが上手」などと言いながら、友達と一

緒にいろいろな技を見せ合ったり、練習し合ったりしていた。

いよいよ得意技を決めるときになって、A児 は 「誰もできない技」とけん玉に挑戦し、B児 は

コマの連続回しなどを披露して、友達にも認められた。ところが、C児 が縄跳びを見せると周囲

の幼児から 「それはみんなができるから違う」と声が上がり得意技と認めない場面もあった。D

児も上手に跳べるが、自分で 「これはみんなができるから得意技じゃない」と辞退 した。“これは

得意技”“これは得意技じゃない”など、一人一人得意技に対する思いや意見が違う幼児たちだっ

たが、みんなで相談して、自分たちで得意技として見せられるものを決めることができた。

その後は、得意技に磨きをかけるために 「こうやるんだよ」「見てて」など練習する幼児や友達

の様子を見て応援する幼児、「看板がいるよ」「私たちは飾りを作るね」と、友達と一緒に会場に

なる遊戯室の装飾を考えたり、材料をそろえて製作する幼児など、一人一人が必要なことを考え、

友達と相談 しながら準備を進め、見せる日を楽しみに待った。

当日、技を見せる幼児はしっかり見せようと真剣な様子だった。見ている幼児も 「頑張ってね」

と声をかけたり、静かに見守ったり、全員が気持ちを一つにして取り組んでいる様子が見られた。

＜ 考 察 ＞

a．誕生会で得意技を見せることになった年長児。自分の気持ちだけで考える幼児と、友達の様

子を客観的に見られる幼児もいてb．一人一人の得意技に対する思いや意見が違っていた。教師は

全員で話し合うことで、意見の違いに気付き、考えを出し合って 「自分たちの得意技大会」を作

り上げてほしいと考えた。また、得意技を見せる幼児だけでなく学級の幼児全員が主体的にかか

わる活動にしたいと考えた。

学級で行った話し合いの結果、実際に得意技を見合ったことでc．幼月たちの見方が広がり、自

分たちの基準ができた。そして自分たちで、みんなが納得するものを選ぶことができた。そのこ

とが、得意技を見せる幼児だけでなく、クラス全員の意欲を高めたと思われる。そして根気よく

練習をしたり、練習する友達を自分のことのように応援をしたり、看板や、装飾を考えて作った

り、当日は張り切っていすを並べたりするなど、幼児一人一人が自分の役どころを自覚し、お互

いの様子を見合いながら準備を進め、意欲的に得意技大会に向かうことができた。

その後、年少中組でもコマやけん玉に興味をもつ幼児が増え、練習する姿が見られるようにな

った。年長児が年少中児の瞳れになったと思われる。また年長児がそのような年少中児の様子を

見守りながら、優しく教える様子も見られた。自分たちで行事をやり遂げた満足感が年長児の自

信と優しさを支えていると思われる。

d ・話し合いのできる学級や学年の雰囲気。

・お互いのことをよく知り合い、役割を分担し

ながら、任せたり、力を貸したりできる友達関

係。

・自分のすることを見守ったり励ましたりして

くれる友達や教師の存在。

e

お互いよく知り合った学年の

実態を踏まえ、教師は幼児が一

つの目的に向かって活動する機

会を作った。また教師も集団の

一員として
、意欲を高め、自信

をもって取り組めるような言葉

かけやかかわりをしてきた。
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集団の育ちから見た指導計画年長組Ⅴ期 （1月～3月 ）

互いのよさを認め合いながら、学級集団として、共に生活することを楽しむ時期

他

者

と

か

か

わ

る

幼

児

の

姿

縄跳び、コマ回し

など自分なりの目

標に向かって繰り

返し取り組む。

共通の目的が分か

り、役割分担がも

めることなくスム

ーズにでき、自分

たちで遊びや活動

を進める。

自分と同じ目標を

もっている友達を

意識して一緒に遊

んだり競い合った

りする。

年中児に当番活動

を引き継ぐことで、

自信をもって仕事

を教えたり、飼育

物に優しく接する

気持ちを伝えたり

する。

修了、入学に対す

る喜びや期待をも

ち、最後の園生活

を楽しみながら修

了に向けての活動

にすすんで取り組

む。

個

の
育

ち

を

う

な

が

す

集

団

の

教

育

力

①
勇気をもって正

しいことを主張

する幼児や後押

しをする友達の

存在。

善悪の判断を

し、互いに気持

ちよく過ごせる

ように考える学

級。

②

共通の目的に向

かって見守った

り、協力したり、

励ましたりして

くれる友達の存

在。

お互いよく知り

合い、任せたり、

力を貸したりで

きる友達とのつ

ながり。

自分たちに憧れ

の気持ちをもっ

ている年中児の

存在。

修了、入学を一

緒に喜んだり期

待をもったりし

て共に活動する

友達の存在。

③

④

集

団

の

教

育

力

を

生

か

す

指

導

①

勝っても負け

ても気持ちよ

く終われるよ

う取り組みの

過程を大切

にする。

②

十分に話し合

いをして、イ

メージを共有

できるように

時間や場所

をつくる。

幼児同士が役

割を決めて遊

びを進める姿

を認め、自分

の役割に自信

をもたせる。

自分の役割に

根気よく取り

組んだことや、

協力して最後

まで頑張った

ことを認める。

一人一人の

よさや得意な

ことを認め合

える雰囲気を

つくってい

き、心地よさ

が感じられる

ようにしてい

く。

園生活を振

り返り、心身

の成長を一緒

に喜びながら

幼児同士が

最後の園生

活を楽しんで

いる姿を見守る。

③

④

自分たちがしてきた

ことやできたことを

保護者や年少中児

に見せ認められる機

会を設け、大きくな

ったことが実感でき

るようにする。
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福岡県 北九州市立八幡東幼稚園
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平成18・19年度教育課程研究指定校事業成果報告書

学校名
きたきゅうしゅうし りつやはたひがしようちえん

北 九 州 市立八幡東幼稚園

園 長 名 ：池尻 京子

所 在 地 ：福岡県北 九州 市八幡東 区高見3－1－32

電話番 号 ：093－652－2087

① 幼 児 一人 一人 が集 団 との かか わ りの 中で

自己実現 を図 るため の指導 の在 り方 に関

す る研 究 （平成18年 ・19年 度）

Ⅰ 研究指定校の概要

1園 ・地域の特色及び実態

本園の園舎に沿って板櫃川が流れ，地域には

金比羅山や緑の多い公園などがあ り自然環境に

恵まれている。また，小，中学校，盲学校や地

域の年長者 と年間を通 した交流活動を行 ってい

る。 このような中で，幼児たちは身近な生き物

への興味をもった り，地域の人たちに進んでか

かわった りするな ど，明るく元気に活動 してい

る。また，保護者も様々な面で園に大変協力的

である。幼児への接 し方は，幼児の思 うままの

行動を受け入れがちで，過保護な面があ り幼児

が十分に自己を発揮 しきっていない面が見 られ

る。

2学 校 の概 要 （平成19年5月1日 現在）

教員数

4名

Ⅱ 研究の内容及び成果等

1研 究主題等

（1）研究主題

幼児が自己発揮 し，互いに育ち合 う集団を

目指 した教師の援助の在 り方を探る。

（2）研究主題設定のね らい

幼児は一見活発に遊んでいるように見えて

も，一人一人の遊びの様子に着 目すると，自

己のよさや もち味を十分に発揮 しながら遊び

込んでいる状態にはいたっていない姿が見ら

れた。また，教師も 「できる」「できない」と

い う幼児の表面的な行動に表われた姿にとら

らわれがちで，育ちを促す適切な援助にいた

っていない姿があった。

そこで，一人一人の幼児が自己発揮 し，互

いに育ち合 うために幼児の発達の姿や内面を

確かにとらえた環境の工夫や教師の援助の在

り方について研究を推進す る。

（3）2年 間の主な取組

［平成18年 度の主な成果 と課題］

○ 日々の保育記録や研究保育をもとに

した研究は，各教師の援助の在 り方を振

り返るよい契機 となった。それまで教師

は幼児の表面的な姿を とらえがちであ

ったが，幼児の発達する姿や内面を理解

しよ うとい う意識 をもつ よ うになって

きている。この教師の意識の変容は，幼

児一人一人が 自分な りの思いを出 しな

が ら遊び込む姿や友達 と一緒 に育 ち合

う姿となって表れてきている。

○ 一人一人の幼児が 自己発揮す るため

の教師の援助 の在 り方 に重点 を置きが

ちであった。幼児が友達 とかかわ り合

い，葛藤や挫折を経験 しながらも刺激 し

合 った り認め合 った りして互いに育 ち

合 うための具体的な教師の援助の在 り

方について研究を深める必要がある。

［平成19年 度の主な取組］

○ 幼児 の発達の姿や内面をとらえた適切

な援助になっているか，日々の保育の振 り

返 り記録や ビデオカ ンファレンスをもと

に， さらに研究を深める。

○ 幼児が互いに育ち合い協同的な学びに

つなが るための教師の援助や環境構成の

工夫について実践研究を深める。
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2教 育課程の編成

期 発 達 の 過 程 ね ら い

三
歳
児

（気
に
入

っ
た
遊
び
に
じ

っ
く
り

と
取
り
組
む
時
期
）

Ⅰ
先生大好き

園生活に親 しみ安定していく時期

○ 園生活の流れを知ったり，先生と触れ合ったりしながら安

心感をもつ。

○ 自分の気に入った遊具や場を見付けて遊ぶことを楽しむ。

Ⅱ
おもしろいことみつけた

気に入った遊びを楽しむ時期

○ 園生活に慣れ， 自分でできることは 自分でしようとする。

○ いろいろな遊具や素材 とかかわ りなが ら気に入った遊び

を楽 しむ。

Ⅲ
もっとしたい またしたい

好きな遊びをじっくりと楽しむ時期

○ 身の回 りのことはできるだけ自分で しようとする。

○ 自分の好きな遊びを見付けて遊んだ り，気に入った友達 と
一緒に遊んだりす る楽 しさを味わ う。

Ⅳ

友達と一緒 って楽 しいな

自分 な りの思 い をもって遊 んだ

り，友達と一緒に過ごした りするこ

とに楽 しさを味わ う時期

○ 生活の流れが分か り，生活に必要なことはできるだけ自分

でしよ うとする。

○ 自分な りの思いを出 して遊び，友達 とのかかわ りを楽 し

む。

四
歳
児

（好
き
な
遊
び
を
中
心
に
し
て
友
達
と
影
響
し
合

い
な
が
ら

遊
び
に
取
り
組
む
時
期
）

Ⅰ

友達がたくさんになった

〓 自分なりの動きを楽しむようにな

る時期

〓 好きな遊びや先生との触れ合いを

通して安定していく時期

〓 新しい環境に慣れ，気の合う友達と好きな遊びを楽しむ。

〓 園生活の仕方を知り，好きな遊びを見付けて遊ぶことを楽し

む。

Ⅱ

ぼくもやってみよう

〓 自分なりのイメージややり方を楽

しむようになっていく時期

〓 園生活に慣れ，先生や友達に親し

みをもって遊ぶようになる時期

〓 自分なりのイメージをもちながら遊び，気の合 う友達とのか

かわりを楽 しむ。

〓 いろいろな素材や遊具を使って，好きな遊びを楽 しむ。

Ⅲ

仲間に入れて

気の合う友達とのつながりを求めな

がら触れ合って遊ぶことを楽しむよう

になる時期

○ いろいろなことに興味をもって遊ぶ楽しさを味わ う。

○ 友達と一緒 に力一杯に体を動かして遊ぶ楽 しさを味わう。

Ⅳ

いいこと 考えた

気の合う友達と遊ぶ中で，自分なり

の思いを出して遊ぶようになる時期

○ 自分な りのイメージを表現することを楽 しむ。

○ 自分な りの思いを出しながら，気の合った友達 と遊ぶ楽 しさ

を味わ う。

Ⅴ

みん なで しよ う

いろいろな遊びにじっくりと取 り組

んだ り，友達にイメージを伝え合って

遊んだりするようになる時期

○ 友達 と気持 ちを合わせて遊びを進 める楽 しさを味

わ う。

○ いろいろな遊びや行事の中で，自分な りの力を発揮

してがんばろ うとする。

五
歳
児

（試
し
た
り
工
夫
し
た
り
，
友
達
と
考
え
を

出
し
合

っ
た
り
し
て
遊
び
に
取
り
組
む
時
期
）

Ⅰ

年長組うれしいな

おもしろそうなことないかな

年長児になった喜びをもち，自

分か ら活動に取 り組む時期

○ 年長になった喜びをもち，生活や遊びに進んで取 り組 も

うとする。

○ 自分の考えを出しながら，気の合 う友達と遊ぶ ことを楽 し

む。

Ⅱ

や ってみ よ う，試 してみ よ う

自分 な りの 目的 を もち，試 した

り工夫 した りす る時期

○ 自分な りの目的をもって試 した り工夫 した りして遊ぶ楽 し

さを味わ う。

○ 友達 とのかかわりの中で，自分なりの考えを出したり友達の

考えを聞いた りしながら遊ぶことを楽しむ。

Ⅲ

みんなで もっと面白くしよう

友達 と力や考 えを出 し合いな

がら，遊びに取 り組む時期

○ 自分なりの目的に向かって試 した り工夫 した り挑戦 した り

しながら取 り組み，満足感を味わう。

○ 友達 と考えを出し合いながら遊びを進めていく楽 しさを味

わい，友達とのつながりを深めていく。

Ⅳ

みんなで一緒に 取 り組もう

友達と共通の目的や見通 しをも

って遊びや生活を進 めていく時期

○ 自分なりの目的をもち，根気よく取り組み達成感を味わう。

○ 学級やグループの友達と共通の目的や見通しをもち，自分

たちで遊びや生活を進める喜びをもつ。

○1年 生になる喜びや期待感をもつ。
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3研 究内容及び具体的な研究活動

（1）具体的な研究課題

一人一人の幼児が自己発揮 し互いに育ち合

うために幼児の発達の姿や内面を確かにとら

えた環境構成の工夫 と教師の援助の在 り方を

探る。

（2）取組

① 研究課題の共通理解 を図る。

自己発揮 して いる姿 とは

○ 自分なりの目的をもっている。

○ 自分なりに試したり工夫したりしている。

○ 自分の思いを伝えて遊んでいる。

○ あきらめずに根気よく取り組んでいる。

○ 自分なりにこだわりをもって取り組んでいる。

互いに育ち合う姿とは

○ 友達の遊びに刺激を受け，遊びの幅や経験を

広げている。

○ 友達とイメージを伝えながら遊んでいる。

○ 友達のよさやがんばりに気付いたり認め合っ

たりしている。

○ 互いこ思いや考えを受け止め合いながら遊ん

でいる。

発達の姿とは

○ 遊びに取 り組む意欲や友達とのかかわ

りの様子などからとらえられる幼児の育

ちつつある姿である。

・ 一人一人の幼児の育ちつつある姿

・ 学級全体の幼児の育ちつつある姿

内面 を確か にとらえるとは

○ 幼児 の表 面的 な行動や遊びの姿 ではな

く，行動 のもとになるものや背景な どを

とらえる。・・・『なぜなのかな ？』

○ 幼 児の興味の在 り方や心の動 きな どを

とらえる。・・・『何を楽 しい と感 じている

のかな ？』『どの ように したいと思ってい

るのかな ？』

以上のような考えのもとに事例研究を推進する。

② 教師の援助の在 り方を探る事例研究を行 う。

事例1幼 児の発想を大切に受け止めていった

ことで，一人一人が魚釣りのイメージを

もちながら遊びを楽 しんだ事例

11月7日3歳 児A児 の遊 びか ら

A児 は， トイ レッ トペーパーの芯をつない

で剣 を作っていたが，突然 「魚釣 りしよう。」

と言い出 した。す ると，T児 やU児 も 「ぼく

もす る。」 と言 い，A児 が ソフ ト積み木を運

び出す と，T児 たちも一緒に運び四角に積み

木で囲いを作つた。A児 は，ままごとの食 べ

物 をかごごと運んできて，その囲いの中に食

べ物をザーザー とすべて入れた。A児 は，「こ

れ魚 のえ さだよ。魚が，これ，食べるんだ。」

と言 う。教師は，「へ えー。魚 のえ さに した

の。」 と言 うと，A児 たちは，「うん」 とうな

ず く。

教師のとらえと思い

ペー パー の芯 をつ な ぎ剣 を作 っ ていた

が，そ の長 さか ら釣竿 のイ メー ジが湧 い

たのだ ろ う。積 み木 を運 んで釣 る場所 を

自分 た ちで作 って い る こ とを十分 に認 め

なが ら， どの よ うに

したいのか見守 り，イメ

ージを受け止めた援助を

していこう。

幼児の姿と教師の援助

A児 は，いろいろな素材 を置いているワゴ

ンか ら毛糸 を取 り出 し，それ を切って棒 に付

け ると，毛糸 の先 にセ ロハ ンテー プを付 け

る。教師が 「それ は何 ？」 と聞 くと 「これで

釣 るんだ。」 とA児 は答 える。教師が 「へー

それで釣るの ？や ってみせ て。」 と言 うと，

A児 は積 み木 の囲 いの中のバナナ を釣 ろ う

と した。初めは毛糸 をじっと持っていたが，

セ ロハ ンテー プが付 くよ うに毛糸 を上下に

動か し，バナナ をついに釣 り上げた。

17



教師のとらえと思い

釣 りたい とい う思 い がセ ロハ ンテー

プ でや って み る とい う 自分 な りの 考 え

を生み出 して い る。 「や ってみせて。」と

い う問 いか けが ， 「ほ ら， こ うや るんだ

よ。」 とい う自分 な りの考 えの確認 と満

足感 につなが った よ うだ。

教師の援助
「面 白いね 。大 きなバ ナナ が よ く釣 れ

たね。」 と声 をか け，A児 の発想や 釣れた

とい う満 足感 が もて る よ うに認 め る。

幼児の姿

A児 は教 師 か ら認 め られ る と うれ し

そ うに うなず き，遊び を繰 り返 した。

T児 やS児 は，近 くでA児 がす る様 子

を じっ と見てい たが，A児 と同 じよ うに

自分 たち も釣 り竿 を作 り始 めた。セ ロハ

ンテー プが付かず に，何度 も毛糸 を指 で

押 さえなが ら付 けていた。で き上が る と

早速竿 を持 って釣 り始 めた。T児 は，竿

を じっ と持 っ て リンゴ を釣 ろ うと して

い る。セ ロハ ンテー プが リン ゴに付いて

も，持 ち上げ ると外れ る。それ で も何度

も試 し，釣れ る と 「先生 ，見 て見て。」

とうれ しそ うに見せ に来 る。

教師のとらえと思い

A児 と教師 とのや りと りを見 て，T

児やS児 は 「面 白そ うだ な。 ぼ くもや

ってみたい。」 と思 った よ うだ。何度 も

試 してい る こ とを認 め ，釣れ た喜びや

満足感 が もて るよ うに しよ う。

教師の援助
「す ごいね。 リンゴが釣 れ るまで，や

ってみ ていた ね。釣 れ て うれ しいね。」 と

認 め，思いに共感す る。

魚釣 りの イ メー ジが広 が る よ うに，画

用紙 を魚 の形 の よ うに数 枚切 って置 く。

幼児の姿

幼児 たちは，教師が作 った魚 を見付 ける

と，早速海 の中に魚 を入れ る。 そ して，竿

に付 けた毛糸の先 を じっ と見た り，少 しだ

け上下左右 に動か した りしてい る。釣れ る

と 「や ったー ！釣れ たよ。先生，見て見 て。」

と喜んだ。しば らくす る とI児 が，「もっ と

魚 がほ しい。」 と教師 に言 う。

教師のとらえと思い

「魚」 を釣 るこ とで，魚釣 りのイ メー ジ

が よ りはっ き りとし，「もっ と魚 がほ しい。」

とい う思いが出て きた よ うだ。

教師の援助
幼児が 自分で作ることができるように画

用紙や クレパスなどを準備す る。 一

幼児の姿
S児 やM児 は，早 速画 用紙 を切 り始 め

る。教師が 「何がで きるの かな ？」 と問 う

と， 「クジ ラだ よ。」 と得意 そ うに答 え る。

また，教 師が 「い ろい ろな魚 がで きたね。」

と驚 くと，他 の幼 児 も魚 を作 り始 め， 目や

線 を描い た り，魚全 体を赤 く塗 りつぶ した

りしなが ら思 い思 いに作 る。

11月12日 「また 魚釣 りしたい」

教師の援助
＜雨 天時 ＞ 自由に選んで使 えるよ うに空き

箱， トイ レッ トペーパーの芯，新聞紙や包装

紙， ドングリやモ ミジの葉な どを準備す る。

幼児の姿

初 めは，空 き箱で好 きな ものを作 ってい

たが，A児 が ， 「また魚釣 りしたい。」 と言

って，新聞紙 を切 って魚 を作 る。「み ん な，

見 て見 て ！ほ ら大 きい よ。」 と周 りの友達

に言葉 をか けてい る。 しか し，他の幼児 は

それ ぞれ の遊 び に夢 中でA児 の呼 び か け

に反応 がない。す る とA児 は 「先生 ，大 き

い魚 が できた。」 と見せに来 る。
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教師のとらえと思い

A児 は，大 きな魚 を作った喜び を伝 えた

かった よ うだ。教師 はその満 足感 を十分 に

受 け止 め よ う。

教師の援助
「ほん と，大 きい魚が できたね。 切 るの

が難 しそ うなの に，す ごいね。」 と認 め る。

幼児の姿

S児 は，オ レンジ色 の画用 紙で魚 を作

り 「先 生， 見て 見て ！魚 が できた。」 と

教師 に うれ しそ うに見せ に来 る。

R児 は 「笑 っ てい る魚 がで きた。」 と

うれ しそ うに教師 に伝 え，M児 やS児 は

前 とは違 う色 の画 用 紙 を選 ん で魚 を作

る。M児 は 「先生 ，タイ ができた よ。」

S児 は 「ぼ くは，

サ バ が で きた。」

と教 師 に 見 せ に

来 る。

教師のとらえと思い

色 や形 か ら幼児 な りにイ メー ジ した魚

の よ うだ。 一 人一人 の幼児 のイ メージ と

「見 て，私 も作 った よ」 とい う思 い を受

け止 めたかかわ りを しよ う。

教師の援助
一人 一人 の幼 児 な りのイ メー ジを受 け止

めなが ら，「タイがで きたの。す ごいね。」「S

君 はサバな の。名 前 をよく知 っていたね。」

な どと認 めてい く。

幼児の姿 と教師の援助

R児 が モ ミジの葉 にマ ジ ックで 目を描 い

ていたので，教師が 「何 を作 って いるの ？」

と尋 ね ると，R児 は 「魚 よ。」と言 いなが ら，

モ ミジの葉 を2枚 セ ロテー プで付 けて葉 っ

ぱの上 に 目や 口をマジ ックで描いた。「お魚

に なったね。 モ ミジの葉 でか わいいお魚 が

で きたね。」 と，R児 な りの考 えを認 める。

教師のとらえと思い

画用紙 だ けでな く興 味 を もったモ ミジの

葉 で も魚 を作 ってみ よ うと思 った よ うだ。

R児 な りの発想 を認 め よ う。

〈事例 を通 して分 か った こと〉

○ 幼児が 自由に選 んで使 って遊ぶ ことがで きる

よ うに様 々な素材 を準備 していた こ とで，幼児

な りのイメー ジが広 が りやす く，魚釣 りの遊び

を楽 しむ ことがで きた。

○ 教師 は，A児 の遊 びに 『面 白そ うなこ とを始

めたな。』と関心 を もち見 てい く中で，A児 な り

の発想 を認 めた りイ メー ジを引 き出 した りす る

こ とがで きた。 また ，A児 と教師 のかかわ りの

様子 を周 りの幼 児が見 る こ とで 「面 白そ う。私

も したい。」と自分か らイ メー ジを もって遊び に

取 り組む こ とがで きた。 「先生，見 て見て。」 と

い う言葉 に表れ てい るこの時期 の3歳 児の発達

の姿 を しっか りと教師が とらえた援助 の大切 さ

が改めてわか つた。

一人一人の幼児 の

イメージや発想 を柔

軟 に受 け止 め る教師

の姿勢 が，幼児 が 自

己発揮する姿や友達 とイメージを共有 して遊ぶ

姿につながった。

事例2Y児 が友達とのつながりを感 じることが

できるように援助 したことで，友達と考え

を出 し合いなが ら遊ぶことを楽 しんだ事

例

5歳 児11月6日
学級の実態

竹馬や 登 り棒 な ど 自分 な りの課題 に向か っ

て根気 よく取 り組み ，達成感 を味わってい る。

そ の中で，友達 の よさや がんば りに気付 き，

認 め合 う姿 も見 られ る よ うに な って きて い

る。室 内では，マル チバネ や大型積み木 な ど

を使 って友 達 と力 を合 わせ た り考 えを伝 えて

遊んだ りす る よ うになって きている。
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＜教師の援助のポイン ト＞

○ 友達の力を必要 とす る大型積み木や段ボー

ル箱や，遊びに必要なものを作ることができ

るように木の実や空き箱，空き容器，色画用

紙などを準備す る。

○ 友達 との遊びの中で，一人一人の幼児のイ

メージや考えを引き出 しなが ら，友達 と一緒

に遊びを進めていく楽 しさが感 じられるよう

に援助する。

今までのY児 の姿

○ ボール 遊び や アニ メ の キ ャラ クター ご

っこな ど，体 を動 か して遊ぶ ことを好み，

友達 と一緒 に遊 ぶ場 を作 り上 げ るな どの

経験が少 ない。また，友 達 と遊 んでいる う

ちにつ い本気 にな った り思 い が うま く伝

え られなか った りして，手 を出 して しま う

ことがあ り，友達 か ら注意 され る と遊びか

ら離れ て しま うこ とが度 々あ った。

幼児の姿

Y児 は，R児 たちが ドング リゲーム作 り

を始 めた ことに興 味 をもち 自分 か ら仲間 に

加 わ った。 初めは ，D児 と一緒 に積 み木 を

運んだ り，R児 た ち と「坂 を作 るんだ よね。」

「どこに置 く？」「ここにす る ？」と相 談 し

た りしなが ら組 み立 てて い る。途 中か ら，

Y児 は友達 が積 み木 を組 み 立て る様子 を じ

っ と見なが らそれ

に合 わせ て置いた

り， 自分 な りに考

えて積み木 を積 み

上げた りしてい る。

教師のとらえと思い

今 ま で友 達 と一緒 に遊 び 場 を作 る とい

う経験が少 なかったY児 の 中に，友達 に合

わせ よ うとい う思 いが あ るよ うだ。友達 と

一緒 に作 る中で
，徐 々に 自分 な りの考 えも

出 し始 めた。友達 と考 えを出 し合 って遊ぶ

楽 しさを味わ ってほ しい。

教師の援助
○ 「Y君 ，D君 たち と一緒 に作 っ てい るん

だ ね。」 と，友達 と力や考 えを出 しなが ら一

緒 に作ろ うと してい るこ とを認 める。

幼児の姿

で き上が る と，早速Y児 た ちは順番 に並

んで ドング リを転 が し始 め る。R児 は， 白

い紙 を上 げなが ら 「レデ ィ ・ゴー。」 とか け

声 をか け，友達 に知 らせ てい る。 しば らく

してR児 が 「私， ゴール の方 に行 くか ら替

わ って。」と言 うと，す ぐにY児 が 「い い よ。

ぼ くがす る。」

と替 わ り，

「ね え，何

て言 うの ？」

とR児 に尋

ねてい る。

教師のとらえと思い

ス ター トの合 図 を出す役 を， 自分 も して

み たい とい う思 いが あった よ うだ。 遊び場

作 りにY児 自身 もかか わった ことで，遊び

のイ メー ジ を共有 す るこ とがで き， 楽 しさ

を感 じてい るよ うだ。

幼児の姿

Y児 は，張 り切 って友達 に 「レデ ィ ・ゴー。」

と白い紙 を上 げて合 図を出 してい る。

時折 ， ゴー ル係 を してい るR児 やA児 の様

子 を じっ と見 ていた。 しば らくす る と 「だれ

か替わ って。」と声をかけ るが，だれ も気付 か

ず に困 った表情 を してい る。

教師の とらえと思い

Y児 は， ゴー ル係 に興 味が ある よ うだ。Y

児 の思 いが周 りの幼児 に伝 わ るよ うに仲立 ち

を しよ う。

教師の援助
「Y君 ，並 ん でい る人 たち に も言 ってみ た

ら。」 と再度 友達に伝 えるよ うに促 す。
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幼児の姿
Y児 は，スター ト係 を替 わって もらい，ゴ

ール でA児 と一緒 に友達 の転 が した ドン グ

リを紙カ ップ で受 け取 り始めた。「ゴール ！」

と大 きな声 で ゴール に入 った ことを友達 に

知 らせ た り，ゴール前の トンネル の途 中に ド

ン グ リが止 ま って いない かのぞ いた りして

いる。 しば らく して，A児 が 「二人 で順番 に

す るの よね。」とY児 と顔 を見合わせ なが ら，

ドング リを交代 して受 け 取 るよ うに決 め た

こ とを教師 に伝 えた。

教師のとらえと思い

A児 は遊び の中で 自分 の思い を通 しが ち

で あったが ， ドング リを交代 で受け取 る と

い う発想 に，A児 の育 ちを感 じた。 また ，

A児 の提 案 ではあ るが，A児 の考え を受 け

入れて い るY児 も十分 に認 め よ う。

教師の援助
「へ えー ，二人で いいこ と考えたね。Aち

ゃん とY君 と交代 です るんだね。」 と二人 で

決 めた ことを十分 に認 める。

幼児の姿

遊び を繰 り返す うちに，S児 が手 で払 うよ

うに して ドン グ リを転が した り，R児 が坂 の

途 中で ドング リを受 け止 めた りし始 めた。

す る と，その様 子 を見付 けたY児 は，怒 っ

た表情で 「だ めよ。そんな こと した ら，面 白

くない よ。」 と自分 の考 えを友達 に伝 え，止

め させ よ うとす る。周 りにいた幼児 も 「そ う

よ，だ め よね。」 と声 をそ ろえて言 った。周

りの友 達に批判 され たS児 やR児 は， 「ごめ

ん。」 とつぶや き悪い ことを して しま った と

い うよ うな表情 を した。そ の様子 を見 て，Y

児 はち ょっ とはにかむ よ うに笑 っていた。

Y児 はそ の後 も，ゴール係 になって壊れ た

場所 を修理 した り，新 しく加 わった友達 に張

り切 って遊 び方 を教 えた りす るな ど，遊 びを

楽 しんだ。

＜事例 を通 して分か った こと＞

○ 様々な素材 を準備 した ことで ，幼 児は考 えた

ことをす ぐに行動 に移 し，遊び に必要な ものを

作 ってい った。 また，大型積 み木 を準備 した こ

とで，幼児同士 に 自然 なかかわ りの場 をつ く り

出 した。Y児 自身 も “友達 と一緒 に作 った遊び

場” とい う思い を強 く感 じる こ とができた。

○ 教師は，友達 の してい る ことに興味 を もった

Y児 の思いを受 け止 めた り，友達 とのつ なが り

を感 じることがで き るよ うな援 助 を した りした。

Y児 がスター ト係や ゴール係 を張 り切 って し

ている姿を見て，友 達がY児 の意見 に賛 同 した

り，一緒 にS児 た ちに思い を伝 えた りした こと

も，Y児 に とって友達 とのつ なが りを感 じるこ

とができた うれ しい でき ご とだった。

教師 がY児 の内面 を とらえた援 助 をす るた め

に，Y児 の姿を見守 り ・見届 ける姿勢 をもつ よ

うに心掛 けた ことで ，

Y児 が友達 とのかか わ り

の中で 自己発揮 す る姿 と

ともに，幼児 が協同 して

遊ぶ楽 しさを味 わわせ る

援助 につ ながった。

＜2年 間の事例研究か ら分かってきたこと＞

◆ 幼児が 自己発揮 して遊ぶためには

○ 教師は，幼児が 「何を楽 しんでいるのかな」

「なぜ，こうしたのかな ？」など，幼児の内面

を理解しようとしながら，幼児と応答 し合った

り一緒に遊んだ りす る中で，幼児のイメージや

考えを引き出していく援助が必要である。

○ 環境の準備や教師の認めや励ましなど，幼

児が満足感や達成感 を味わうことができる

援助が必要である。

満足感や達成感 次への意欲 ・自己発揮
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◆ 互いに育ち合 う集団を築くためには

○ 教 師 は ，学 級 の幼 児 が どの よ うな 発

達の過程にあ り，育 と うとしてい るところ

は どの よ うなこ とかな ど，幼児の発達の姿

を確かに とらえる。

○ 発達の姿に応じた環境構成の工夫

○ 友達とつながりを感 じたり，かかわり合っ

たりしながら遊ぶ楽しさを味わわせ る援助

見過 ごさず ・見届けて援助する教師の姿勢

友達と協同 して遊ぶ満足感や達成感

③ 発達の姿を確かにとらえた援助をしていくた

めに幼児の発達の姿を見直す。

◆ 期の発達の姿からねらいを検討

例5歳 児 Ⅰ期 （4月～8月 ）のね らい 【現行 】

○ 年長 になった喜び を感 じなが ら，園生

活 を楽 しむ。

○ 自分の考えを出 しなが ら，気の合 う友

達 と遊ぶ ことを楽 しむ。

○ 身近な小動物 とかかわった り，植物 の

世話を した りして親 しみの気持 ちを もつ。

協議内容

現行 の教育課程 では，5歳児 の4月 か ら8

月までを Ⅰ期 ととらえてい るが，実際の幼

児の姿は5月 を過 ぎた頃に， 自己発揮す る

姿や友達 とのかか わ り方 に変 化が見 られ

る。育 ちの節 目は このままで よいのか ？

5歳 児 Ⅰ期 （4月 ～5．月）の ね らい 【改訂】

○ 年長組 になった喜びをもち，生活や遊

びに進んで取 り組 もうとする。

○ 自分の考えを出 しながら，気の合 う友

達 と遊ぶことを楽しむ。

5歳 児 Ⅱ期 （6月～8月 ） のね らい

○ 自分な りの 目的 をもって試 した り工夫

した りして遊ぶ楽 しさを味わ う。

○ 友達 とのかかわ りの 中で， 自分な りの

考 えを出 した り友達 の考 えを聞いた りし

なが ら遊ぶ ことを楽 しむ。

◆ 教育課程の見直 し ・・・省略

（3）成果 ・課題

○ 日々の保育記録や研究保育をもとにした

研究は，各教師の援助の在 り方を振 り返る

よい契機 となった。教師の意識の中に，幼

児の発達の姿や内面を理解 しよ うとい う思

いが強 くなってきている。そのため幼児の

行動に表れた背景にあるものや心の動きに，

教師自身が心を揺 らしながら援助を探って

いこうとする姿勢が見られるようになった。

この教師の意識の変容は，幼児一人一人

が 自分な りの思いを出 しながら遊び込む姿

や友達 と互いに育ち合 う姿 となって表れて

きている。

○ 幼児の発達の姿や内面をとらえた援助を

行いながら，幼児が自己発揮 し互いに育ち

合 う集団になるようにと願っていてもなか

なか適切な援助になっていないこともある。

そのためには，日々の振 り返 りが翌 日の

援助へ とつながつてい くような記録 の取

り方の改善が必要である。

○ 幼児が友達 とかかわ り合って遊びを進め

る中で，より協同的な学びにつながるため

の援助の在 り方を探る必要がある。

4研 究成果の普及

○ 北九州市立教育センターの幼稚園教育研修

において事例発表を行った。（19年7月 ）

○2年 間の取組を研究紀要として作成 し，北

九州市立教育センターに提出，閲覧できるよ

うにする。また，市内の公私立幼稚園へ配布

し，研究内容の普及を図る。

5今 後の展望

○ 一人一人の幼児が集団とのかかわ りの中で、

自己実現を図るためには、教師が毎 日の援助

の在 り方を評価 ・反省 し、翌 日の援助に生か

す ことを重ねていくことが必要である。援助

の在 り方が具体的に導き出されるよ うな記録

の取 り方について研究を深める。

○ 改善した教育課程の検証を行 う。
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東京都 私立学校法人

駿河台大学第一幼稚園
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平成18・19年 度教育課程研究指定校事業研究成果報告書

学校名
し り つ がつ こうほ うじん す るが だ い だいが くだいいち よ う ち え ん

私立学校法人 駿河台大学第一幼稚園

園 長 名 ： 片 山 貴世子

所 在 地 ： 東京都 調布 市国領町3－8－15

電話番号 ：042－487－4111

① 幼児一人一人が集団とのかかわ りの中で自己実

現を図るための指導の在 り方に関する研究

（平成18・19年 度）

Ⅰ 研究指定校の概要

1学 校 ・地域の特色及び実態

昭和52年4月 に開園 し、平成18年 に創立

30周 年を迎えた。施設は10階 建て集合住宅

の1階 部分を園舎 として使用 している。幼児期

には実体験をす ることが大切であると考え、近

隣の公園などでの自然観察や園バスを利用 して

市内、市外の自然園 ・博物館などへ行 く園外保

育を多 く実施 している。9名 の教員の内2名 が

男性保育者で、男女それぞれのよい点を出し合

い、幼児とかかわ りながら保育をしている。調

布市は現在マンションなど大型住宅の建設が盛

んで、それに伴い幼児人口も増えている。

2学 校 の概 要 （平成19年5月1日 現在）

教員数

9名

Ⅱ 研究の内容及び成果等

1研 究主題等

（1）研究主題

人 とかかわる力を育てるための指導

（2）研究主題設定のね らい

「人 とかかわる力」が現在の社会において

弱 くなってい るとい う傾 向は、以前 よ り言われ て

いることであ る。 本園 でも 「自分 か ら遊 びに入れ

ない幼児 」は以前か らいたが、 「遊 びに入 らな く

てもかまわない とい う幼児」が数年前 よ り少 しず

つだが見 られ る よ うにな って きた よ うに感 じる。

それは生活や遊 びの中でお こる、 けんか 、葛藤、

我慢、悲 しさ、悔 しさな ど、人 とのかか わ りに よ

って生 じる事柄 を、 自分で解 決で きず避 けてい る

ことが原因なので はないか と思われ る。 友達 とか

かわって遊ぶ楽 しさを心 か ら感 じ、人 とかかわる

ことによって 自分 自身が成長す ることを、幼児 な

りに体感 してい くこ とが必要 だ と考 えた。

（3）2年 間の主な取組

［平成18年 度 の主 な成 果 と課題］

成果 ：人 とのかかわ り、 自己実現 とは、幼児に

とって具体的 に どの よ うな ことか を事例、文献

な どか ら考察 し教師 が共 通理 解す る。 また事例

を もとに、年齢別の人 とかかわ る力の発達の一

覧を作成す る。 課題 ：幼児 が人 とのかかわ り

を 「したか、 しなか った か。 」 とい うことを評

価の基準 と して研 究 を進 めていた部分 が多かっ

た。幼児の姿を よ り確 か に とらえ、実態 な どを

分析す る際に も、幼児 の興味や こだわ りについ

て深 く見つめ るな ど、視点 を広 く深 くもつ力 を

教師全員 が今以 上に身 に付 け、研究 に取 り組む

ことが課題 となった。

［平成19年 度の主な取組］

人とかかわる力の発達の構造について仮説を立

て、研究の方向を明確にする。具体的な研究内

容 として、幼児が人 とかかわる力の表を期ごと

に分け作成 し、文献を通 して幼児をとりまく社

会的背景などの実態をま とめる。18年 同様、各

クラスが園内研究を行い、幼児の実態と教師の

指導について考察する。また、定期的に外部講

師を招き研究会を行い、指導や事例考察などに

ついての助言を受ける。11月28日 に東京都、近

隣の幼稚園関係者に来園していただき、公開保

育、研究発表会を行 う。
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2教 育課程の編成

（1）教育目標 と内容

心もからだもじょうぶな子

・情緒 の安 定

・健や かな心 と体

・基本的 な生活習慣 の 自立

・自発的、 自立的態度

・生活の け じめ

・物事 に真剣 に立 ち向か う

くふ うして よく考 える子

・知的な好奇 心

・自分 で考 え、 自分 で行 動す る

・感動的 な体験

・想像性、創造性 の芽生 え

・探索 と試行錯 誤

・豊かな表現

・工夫す る態度

思いや りのあるやさしい子

・遊びに即 した環境作 り

・温かい心で相手を容認する

・安定した人間関係

・集団生活への適応

・飼育物を大事にする

・進んで身近な人とかかわる

（2）教育課程の基本事項

・人間性豊かな幼児の育成を目指 し、健康な

身体の育成、進んで身近な人 とかかわ り愛

情や信頼感をもつ。また、身近な事物や事

象に興味や関心をもち、生活の様々な場面

で、自分なりに考えて自分の力で行ってみ

ようとする心情や態度を育てることへの筋

道を明確にする。

・幼児教育は、幼児期の特性を跨まえ、環境

を通して行 うとい う基本にたって、教育課

程の全体を総合的に検討する。

・幼児の主体的な活動を促 し、幼児期にふ さ

わ しい生活が展開 され るよ うな経験や活動

が用意 されてい るか を明確にす る。

・遊び を通 して、ね らいを達成す るとい う基

本 を明確 にす る。

・幼児一人一人の特性 に応 じ、発 達の課題 に

即 した指導に応ず るよ うにす る。

（3）指導の基本方針

・主体的に ものご とに取 り組む幼児 の育成 を

目指す ことを基本方針 とす る。

・幼児 が 自分か ら遊びに取 り組 んでい ける環

境 を用意 し、その遊びが よ り充実す るよ う

に、教師のかかわ りを工夫す る。

・幼児同士が共に生活す る中で、様 々な感情

体験 を味わ うとともに、 自己を表現す る力

を育て る。

・幼児 が様 々な体験 をす る機 会 をもち、 日常

の生活の中に生か され るよ うに指導計画に

位置 づける。

（4）学級 目標

3歳 児

・幼稚園生活に慣れ る。

・い ろいろな ことに興味 をもつ。

・好 きな遊 びを見つ けてす る。

・基本 的な生活習慣 を身につ ける。

4歳 児

・新 しい環境 に親 しみを もって生活す る。

・自分 のや りたい遊びに力いっぱい取 り組

む。

・友達 と積極 的にかかわ りなが ら、喜 びや

悲 しみを共感す る。

5歳 児

・新 しい環境 に親 しみ をもって生活す る。

・友達 とのかかわ りの楽 しさを感 じ、主体

的に動 く。

・や り始 めた ことは最後 までや り遂 げる
。

・元気 に遊び、遊 びを楽 しく進 める。
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3研 究の内容及 び具体的な研究 活動

（1）具体的な研究課題

・幼児の人 とかかわ る力は どのよ うに育 って

い くのかを明 らかにす る。

・人 とかかわ る力 を育てるための指導内容 を

考察す る。

（2）取組

①幼児 を とりま く現代社会 について考察す る。

・社会 的な問題 として少子化傾向があ る。

家庭 の中には 「父親の役割」 「母親 の役

割」 があ り、それが 「家族」 として成 立

す るものである。 しか し、近年 の成 人者

には人 とか かわる力が弱い人 も見 られ 、

その こ とが幼児 を生み育て るとい う意識

を低下 させてお り、幼 児人 口の減少 の理

由の一つ になってい ると考え られ ている。

本来人間は群れて育 ちあ うものであ り、

幼児期か らい ろい ろな人 と出会い 、人 と

のかかわ りを経験 してい く必要が ある。

しか し少子化の進行に よって、家族内 で

も兄弟姉妹が少な く、近所 に遊ぶ友達 が

いない。そのために幼児 が同年齢 の友達

とかかわ る場が少 な くなっている と考 え

られ る。

・現代は、情報化社 会 と呼ばれ てい る。特

にテ レビゲームの爆発 的なブーム は、幼

児同士のかかわ りや 人 と人 とが直接 にか

かわ る機 会を減少 させ る ことにな った。

また、イ ンターネ ッ トの普及 は、世の 中

の生活ス タイルを一変 させ る勢い であ り、

人 とのかかわ りが希薄 となる状況 を生ん

でい る。 情報化社 会、メデ ィア社会の 中

で、それ らを どの ように生活 に取 り入れ

てい くかは、 これ か らの子育て を考 える

上で極 めて大きな課題 である。

・建 築 ラッシ ュの中で、人が住むた めの住

宅や 工場の建設 、交通網、整備のた めの

道 路建 設な どは、田畑 を宅地化す るな ど

の自然環境を失わせてきた。 自然に触れ

るという直接体験の貧 しさは学習にも影

響を及ぼ している。また新興住宅街に住

む人の歴史は浅く、人間関係が希薄であ

り、積極的に近隣の人や家庭 と関係をも

とうとしない人も多い。

②仮説 人とかかわる力の発達の構造

幼稚園教育要領 には 「幼稚園教育は、学

校教育法第77条 に規定する目的を達成す

るため、幼児期の特性 を踏まえ、環境を通

して行 うものであることを基本 とする」と

書かれている。また、幼稚園教育要領解説

では 「環境を構成するとい うことは、物的、

人的、自然的、社会的など、様々な環境条

件を相互に関連 させながら、幼児が主体的

に活動を行い、発達に必要な経験を積んで

いくことができるような状況をつくり出す

ことなのである」 とい う記述がある。 これ

に基づき、幼稚園教育の中での人とかかわ

る力の発達には、一つの構造があるのでは

と考えた。次の図は幼児の 「人とかかわる

力」を幼稚園 とい う敷地の中に立つ1本 の

木に例えた場合、この木が生長 し様々な心

情 ・意欲 ・態度の葉を茂 らせていく過程で、

その成長に影響を与える環境的な要素 とし

て 「土」 「水」 「光」 「風」の四つの要素

がある、とい うことを表す ものである。例

えば 「光」を教師 と位置づけたが、それは

木を明るく照らし、その生長を促す光 とい

う要素が、幼児に直接働きかけ指導援助を

した り、遊び仲間の一員 となって幼児 と共

に活動に取 り組んだ り、幼児の発達に適 し

た環境を整えるな ど、幼稚園生活の中での

教師そのものであると考えたか らである。

このように4つ の環境要素などを図に組み

入れた、幼児の人 とかかわる発達図を作 り

研究の仮説 とした。
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③事例 による研究

・本園の1日 の保育は好 きな遊び （自発

的活動）の時間 と課題活動 （園行事や

生活習慣 に関す る活動）の時間が交互

に組み込まれ るよ うな形で計画 されて

い る。そ こで、幼稚園生活 の中での幼

児の姿を以下の よ うに二つに分け、そ

れぞれの場面で幼児が どのよ うに人と

のかかわ りを経験 し、その中で何を学

んでいるのかについて考察する。

［好 きな遊び （自発的活動）の中で見 られ る

人 とのかかわ り］

幼稚園の中には保育室や園庭、遊戯室

などの場所があ り、そ こには様々な遊具

や玩具が置かれ、幼児はそれ らに興味や

関心をもつ ことで、自然 にその場へ入 っ

ていく。幼児が興味や関心 をもつ遊具や

人 とかかわる力の発達の構造 （仮説）
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玩 具 は一 人 一人 の個性 に よ り異 な る

が 、 同 じ遊 具 に興味 を もっ た幼児 同士

はそ の 「場 」 を共有 す る こ とに な り、

そ こには 人 との かか わ りが生 まれ る。

そ のた め 、 「今 の時期 の幼 児 が 関心 を

もって い る のは、 どの よ うな遊 び か 」

「遊 び の場 を どの よ うに構 成す れ ば 、幼

児 同士が か か わ りを もつ こ とがで きる よ

うな るか」 な どを、 教師 が よ く考 え環 境

を構成 す る こ とが 必要 にな っ て く る。

「私もお姉ちゃん」 ～友達の存在を意識する～3歳 児10月

保 育室 のままご とコーナーでR児 、T児 、H児 、U児 、W児 、M児 が、まま ごと遊 びを始 めた。

教師が まま ごとの家のチャイムを鳴 らす真似 をす る と、M児 が 「先生、入 って ！」 と言って手招 き し

た。教師がまま ごと遊 びの家 に入 り、 「ここはお姉 さんた ちのお家 なの ？」 と聞 くとU児 が 「違 うよ

お姫様なの。 」 と答 えた。 この時、そばではO児 、Y児 、K児 が立った まま このや りと りを笑 って見

ていた。教師 がR児 とT児 に 「Rく ん とTく んは王子様 なの ？」 と聞 くと、R児 が 「僕 はお 父 さんな

の。」 と答 えた。 それ を聞いたT児 は 「僕 はお兄ちゃん。」 と答 えた。

H児 、U児 、W児 、M児 が台所で作った料理 を次々に 「はい、 これはアイス ク リー ム。お もちで

す。 」 と言い なが ら教師の ところに渡 しに来 た。O児 、Y児 、K児 はその様 子をそばで笑 って見てい

たが、教師の ところへ来 ると、O児 が 「私 とYち ゃん とKち ゃんはお姉 ちゃんなの。」 と言い、 自分

たちが作 った料理や本 を見せ る。

R児 が、周 りにい る友達や教師 に聞 こえるよ うに 「僕、お仕事に行 ってきま ぁす ！」 と言い、それ

を聞いたT児 も 「僕 も学校 に行 って くるね ！」 と言 ってまま ごとの家 を出ていった。

考 察

O児 、Y児 、K児 たちは普段か ら教師や友達に誘われて もなかなか遊び に入 らず 、仲 の良い友達 だけ

で遊ぶ傾 向があった。 この時 も、最初はO児 、Y児 、K児 たちは友達が遊んでい る様子 を見 ているこ

とを楽 しんでいたよ うだ。 しか し、 この 日は 自分た ちか らままご と遊びに参加 した。お そ らく、 まま

ごとを していた場 の雰囲気や会話の様子 が楽 しそ うに思 えたか らではないか と考 える。

O児 、Y児 、K児 たちの様子か ら、いつ もとは違 う友達 との遊びに入った ことに よって、た くさん

の友達 とかかわ って遊ぶ楽 しさを感 じたのではないか と推察 され る。今 後 もO児 、Y児 、K児 た ちが

遊び の中で、他の友達 とのかかわ りが多 くもて るよ うなきっか けや、 自分 たちか ら遊 びの中に入 って

いけるよ うな援助が必要ではないか と思 う。

3歳 児の場合 、同 じ場にいて もそれぞれの遊び に夢 中になっている場面は よ く見 られ るが、友達の

発 した言葉か らも刺激 を受 けている。 さらに、 自分の知 ってい ることを言葉 で伝 えなが ら、 自分 の し

たい役 にな りき ることを楽 しんでいた と考 える。3歳 児の ごっ こ遊びの姿 と して は、幼児 同士だ けで

会話のや りと りを しなが ら遊ぶ ことは難 しい部分 もあ ると思 う。そ こで、教師が一緒 に遊び に入 りな

が ら一 人一人 のや りたい役 、発 した言葉 に応 え ることに よって、それぞれの幼 児が役 にな りきって遊

ぶ楽 しさを味 わえるよ うに援助 している。幼児 と教師 、幼児 同士で もいつ もと遊 んでい る友達 とは違

う新 しい友達 とのかか わ りが徐々に見えてきているので 、幅広 くいろいろな人 とかかわ ることができ

るよ うな経験 を させたい。
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［課題活動 （園行事や生活習慣 に関す る活

動）の中で見 られ る人 とのかかわ り］

幼稚園は、家庭 とは違 い大勢の同年齢

または同世代の幼児の中で、集団の一員

としてかかわ り合 うことができる場所で

ある。 「社会生活での望 ましい習慣や態

度 を身に付 ける」 （幼稚園教育要領領域

「人 間 関係 」ね らい） とい うこ とは教育

機 関 と して の幼 稚 園が果 たす べ き役 割 の

一 つ で もあ るが 、他 に も幼稚 園 とい う集

団 の 中で 、家 庭 で はで きな い様 々 な 体験

を して ほ しい とい う目的 の も とに、本 園

で は教 育 課程 に 沿 って独 自の年 間 行 事 を

設 定 して い る。

「僕が描いて あげるよ」 ～友達 と一緒 に活動 を楽 しむ～5歳 児2月

展覧会に向けての共同製作の船の飾 りをみんなで分担 して作 っている。

その時T児 が教師 に向かって 「先生、僕 は星を作 って飾 る人にな りたいか ら机出 して。」 と言 った。

T児 が周 りの幼児 にも声 をかけ、星 を作 りたい幼児が数人T児 の ところへ集 まってきた。その中にいた

A児 が 「僕 、星描 けないんだけ ど ・・・。」 と言 ったのを聞いてT児 が 「じゃぁ僕が描いてあげるか ら

それ を切って。」 と言 うとA児 は 「わかった ！」 と答えた。

その後ず っ とT児 は画用紙 にた くさん星 を描き続 け、A児 はT児 が描 いた星を切 って船に貼 り、他 に

も取 り組 んでいた幼児 と一緒 に完成 させ た。

考 察

普段の遊びの 中でT児 は友達の 中で 自分の意見を強 く言 った り、 リーダー シップを発揮 できる方ではな

い。 しか し、製作は得意 で自信 をもってい る。誰かに作 った物 をあげて喜ばせ よ うとす ることが多かっ

た。 この 日は 「星を描 けない。」 とい うA児 に対 して何 とか してあげたい とい う気持ちになった よ う

だ。T児 は作って飾 る人 にな りたい と言 っていたが、結局ひたす らA児 に対 して星の形 を描いてあげ る

ばか りで、船に星を貼 ることはできなか った。 しか し、友達の手助 けを しているとい う満足感 や、一緒

に作ってい る喜びがT児 にはあったよ うだ。

このことか ら人 とのかかわ り方 も場面に よって違 うとい うことが わかった。多様な場面での経験 を通

して、得意分野だけで なく自己発揮 し、人 とかかわる力を養 うこ とが必要ではないか と感 じた。

（3）成果 ・課題

仮説 に基づ き、環 境 構成 、教 師 の役 割 、

友 達 の存在 の三 つ の視 点 か ら、 人 とかか わ

る力 の育 ち につ い て考 察す る。

〈好 きな遊 び の環 境構 成 と幼児 の人 とかか

わ る姿〉

・幼 稚 園生 活 は 、 ほ とん どの幼 児 に とって

初 めて の集 団 生活 の場 で あ る。 入 園 した

ばか りの頃 は不 安感 を もっ て い るが、教

師 と信 頼 関係 を築 くこ とで 園生 活 に安心

感 を もち始 め 、周 りの様 々 な もの に 目が

向 く よ うに なっ て くる。 園生 活 は 教師

と幼児 の信 頼 関係 の 上 に進 め られ て い

くとい うことが明 らかに な った。

・園 生活 に慣 れ始 め る と、幼 児 は好 き な

遊 具 を見つ けて遊ぶ よ うにな る。 初 め

は 、友 達 が同 じ場 で遊 ん でい て も一 人

で黙 々 と 自分 の したい遊 び をす る姿 が

見 られ るが 、少 しず つ友 達 に 興味 が 向

くよ うに な る。 この よ うに遊 び の場 を

共有 す る 中で友 達の 存在 を意識 す る こ

とが 、人 とのか かわ りの第 一歩 で あ る
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とい うことがわかった。

・園生活 に慣れ始 める と、幼児は好 きな遊

具を見つ けて遊ぶ よ うにな る。初 めは、

友達が 同 じ場で遊んでいて も一人で黙 々

と自分の したい遊びをす る姿が見 られ る

が、少 しずつ友達に興味が向 くよ うにな

る。 この よ うに遊びの場 を共有す る中で

友達 の存在 を意識す るこ とが、人 とのか

かわ りの第一歩 である とい うことがわか

った。

・この第一歩 を踏み出す と、今度 は遊び の

場 を共有す る友達 と言葉 をや りとりす る

姿が見 られ るよ うにな る。初 めの うちは、

それぞれが 自分の遊びのイメー ジを話す

だけで会話になっていない様子が見 られ

るが、少 しずつイメー ジを共有 した会話

に変 わってい く。 その後 は遊びのイメー

ジは よ り広 が り、幼児 は楽 しい気持ち を

友達 と共感す るよ うになってい く。

・友達 と一緒 に遊ぶ 中で、一人では経験 で

きない喜びや楽 しさを味わ うことができ

るが、そ の一方で 自分が したい と思 う遊

びがで きなくな る時 もある。 この よ うな

時、 自分の思い を通そ うとした り、反対

に 自分の気持 ちを抑 えて しまった りす る

幼児 の姿が見 られ る。3歳 児では物や場

所 の取 り合 い、4・5歳 児では意見の違

いな どで衝突す る ことが多いが、 この よ

うな衝突 を通 して、幼児は相手に も思い

がある ことに気付いてい くとい うことを

再確認 した。

〈課題活動での環境構成と幼児の人とかかわる姿〉

・園生活の中には、みんなで一緒に何かを

するとい う活動が多く取り込まれている。

大勢の友達と一緒に同じことをする中で、

気持ちを共感 し合 う幼児の姿が見 られる。

このような経験は、集団での活動へ積極

的に取 り組んでいくきっかけになると考

えられ る。

・み んな と一緒 に同 じこ とをす る とい う経

験 を重 ねる うちに、集団の 中で の 自分 と

い う存在 を認 めて もらいたい とい う気持

ちが出て くる。 その 自己主張の仕方は年

齢や個 々の性格 な どに よって違いがある

が、その思いが受 け入れ て もらえること

に よ り幼児は 自信 をつ けてい くのではな

いか と考え られ た。

・集 団での遊 びや 活動に取 り組む 中で、幼

児 は少 しずつ 自分が集団の一員で あるこ

とを意識す る よ うにな り、 自分な りの 目

的 をもつ よ うになる。 目的に向かって友

達 と一緒 に遊びや活動 に取 り組 み、達成

された時の満足感 を友達 と共感す るこ と

がで きるよ うになる と、集 団への意識 は

さらに高ま り、活動へ取 り組む意欲 を強

くもつ よ うにな るとい う姿 を見 ることが

できる。

〈教師の役割 と人 とかかわる力〉

・幼児の人 とかかわる力を育てるために、

教師がすべき役割は多岐にわたっている。

第一には、幼児の気持ちを安定させると

い う役割があげ られる。幼児は教師を心

の支えとすることで、安心 して遊びや活

動に積極的に取 り組むことができるよう

になる。教師は常に幼児一人一人を見守

り、幼児に変化が見られた時には歩み寄

って声をかける必要があると考えられ る。

・第二に、幼児同士のかかわ りをもたせる

という役割がある。同じ場で同じような

遊びをしていてもかかわ りが見られない

幼児や、特定の友達以外の幼児 とはかか

わりをもたない幼児には、教師が幼児同

士をつなぐきっかけをつくる必要がある。

教師が一緒に遊んでイメージを広げた り

することで、そこに幼児同士のかかわ り

が生まれ、友達とかかわる楽 しさを知っ
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て い くのだ と考 え られ る。

・第三 に、幼児それ ぞれ の思いを引き出 し

受 け止 める とい う役割 があげ られ る。 自

分の思い を強 く主張 しす ぎて友達 と衝突

した り、反対 に言葉 にできず に我慢 して

いた りな ど、 自分の思 いが相手 に伝わ ら

ない とい う経験が多 くなって しま うと、

幼児 は人 とかかわ ることに対 して不安を

感 じ消極 的にな る可能性 が ある。 教師は

幼児一人一 人が どの よ うな思いを もって

遊びや活動 に取 り組 んでい るのかを見極

め、気持 ちを引き出 して受け止 めた り、

代弁 して相手 に伝 えた りす る。 自分 の思

いが受 け入れて も らえる充実感 を味 わ う

ことに よ り、幼児の 中に思 いを伝 えよ う

とい う積極 的な姿勢が生 まれて くる。

・第 四には、幼 児 と一緒 に遊びや活動 を進

めてい く役割 であ る。 幼児が友達 と一緒

に遊びや活動 に取 り組 んでい る時、教師

が参加す るこ とで遊 びは よ り楽 しい もの

となる。そ の中で教師 は、幼児 と同 じ目

線 に立 ちなが らも遊びや活 動が楽 しく展

開 してい くよ うに、導 いた り手助 け した

りす る。その教師の姿 がモデル となって、

幼児 は友達 と一緒 に遊びや活動 を進めて

い く方 法を、 自然に学んで いくのだ と考

え られ る。

〈友達の存在 と人 とかかわる力〉

・幼児同士で遊ぶ姿を見守っていると、友

達が困っている様子を見て手を差 しのべ

た り年下の幼児を手助けしたりする姿が

見られ る時がある。このような思いや り

の気持ちは、自分が困った時に友達や教

師に優 しくしてもらったという経験を積

むことで育ってくる。 このような気持ち

が育つ と、遊びの中で友達の意見を聞き

入れ自分たちで役割を分担 したり、ルー

ルを作った りしなが ら遊びや活動を進め

るなど、相手の気持ちを考え自分の気持

ちを調整 して友達とかかわることができ

るようになってくる。このような幼児の

姿は、友達を大切な存在として実感 して

いることの表れであ り、人とかかわる力

を身に付けていることを感 じさせられた。

・これ らの幼児の姿は、それまでに友達と

一緒に遊びや活動をす ることの楽 しさや

喜び、達成感を共感できたとい う経験を

積んできてお り、友達を大切な存在 とし

て実感 していることの表れだ と思われる。

人に対 してこのような気持ちを抱き、そ

の気持ちを言葉や行動で表現 している幼

児の姿からは、人とかかわる力を身に付

けていることを感 じさせ られた。

4研 究成果の普及

・平成19年11月28日 （水）に研究の成果を

発表する公開保育、研究発表会を行 う。

・研究成果をまとめたものを冊子にして、東京

都私立幼稚園協会、調布市私立幼稚園協会に

提出する。また連携のある全国の幼稚園に配

布する。

5今 後の展望

・研究を通して新たにわかった幼児の実態、指

導援助、環境構成などを、教育課程、指導計

画に書き加え、修正 して全体の見直 しをする。

・公開保育、研究発表を行 う際に研究紀要を作

成 したが、そこに掲載 されなかった事例を再

考察 し、事例集を作成する。

・今研究で勉強した事例の取 り方や考察の方法

によって、各教師は今まで以上に幼児理解を

深めることができた。今後も継続 して事例や

記録を取 り、検討することで、日々の保育に

生か していく。
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教育課程研究指定校事業実施要項

平 成18年4月1日

国立教育政策研究所長決定

1趣 旨

幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び中等教育学校 （以下 「学校」という。）における教育

課程及び指導方法等について調査研究を行い，もって学校教育の改善充実に資する。

2研 究指定校事業の委嘱

（1）都道府県教育委員会，都道府県知事又は附属学校を置く国立大学法人学長は，都道府県教育

委員会にあっては域内又は所管の学校，都道府県知事にあっては所轄の学校，附属学校を置く

国立大学法人学長にあっては所管の学校のうち，教育課程研究指定校 （以下 「研究指定校」と

いう。）による研究の希望がある場合には，適切な学校を選定し，別紙様式により，国立教育

政策研究所に提出するものとする。

（2）国立教育政策研究所は，上記 （1）により提出のあった内容を審査し，本事業の委嘱が適当

と認めた場合，別途定める実施計画書の提出を求める。

（3）国立教育政策研究所は，上記 （2）により提出のあった実施計画書が適切であると認めた場

合，公立学校にあっては当該都道府県教育委員会，私立学校にあっては当該学校の設置者，国

立大学法人附属学校にあっては当該国立大学法人学長（以下「都道府県教育委員会等」という。）

に調査研究を委嘱する。

3研 究期間

研究期間は，原則 として2か 年 とする。

4指 定校数

60校 程度 とする。

5研 究主題

研究指定校は，国立教育政策研究所が別に設定する研究主題に関し，研究を行 うものとする。

6研 究指定校の運営等

（1）委嘱を受けた都道府県教育委員会等は，国立教育政策研究所と密接な連絡をとり，その援助

と助言を受けて調査研究を行 うものとする。

（2）国立教育政策研究所は，研究の円滑な実施に資するため，連絡協議会並びに研究協議会を開

催する。なお，研究協議会は成果の普及のために公開とすることも検討する。

7報 告書等の提出

（1）研究指定校は，校内の研究体制を整備し，計画的，継続的に研究を進めるために，各年度の

初めに実施計画書を，各年度の終わりに研究成果報告書を都道府県教育委員会等に提出するも

のとする。

なお，研究成果報告書の作成に当たっては，調査研究による児童生徒の変容 （意識，態度，

学力など），教職員や保護者等の意識の変容の把握などについて，アンケー ト結果などの定量

的なデータを比較するなど，分かりやすい示し方を工夫する。

（2）委嘱を受けた都道府県教育委員会等は，研究指定校の実施計画書及び研究成果報告書をとり
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まとめ，都道府県教育委員会及び国立大学法人学長においては直接，私立学校の設置者におい

ては当該都道府県知事を経由して，国立教育政策研究所に提出するものとする。

なお，研究成果報告書については，第1年 次の終了時に中間報告書を，研究の終了時に最終

の報告書を提出するものとし，これらの様式，その他必要な事項については，国立教育政策研

究所から別途連絡するものとする。

8成 果の普及

（1）研究成果報告書については，国立教育政策研究所においてその集録を編集 し，書籍，インタ
ーネット及びその他の媒体により公表することができるものとする。

（2）研究指定校においては，地域や学校の実態に応じて，成果発表会，公開授業，研修会等の開

催，インターネットによる情報提供などの取組を実施することにより，本事業の成果を他校と

共有 し成果の普及を図るよう，積極的な情報提供を行 うものとする。

9経 費

（1）国立教育政策研究所は，予算の範囲内で，各年度毎に研究に必要な所要額を都道府県教育委

員会等からの請求に基づいて支払うものとする。

（2）委嘱金の支払いの対象となる経費及び各経費項目への配分額は，実施計画書のとお りとし，

変更する場合はあらかじめ国立教育政策研究所に報告し，その指示を受けるものとする。ただ

し，各経費項目における配分額の変更増減が委嘱金額の20％ 以内，もしくは，5万 円以内の

場合 には，この限 りでない。

（3）委嘱を受けた都道府県教育委員会等は，各年度終了後速やかに別途定める収支精算書を，都

道府県教育委員会及び国立大学法人学長においては直接，私立学校の設置者においては当該都

道府県知事を経由して，国立教育政策研究所に提出するものとする。

10そ の他

国立教育政策研究所は，必要に応じて，研究の実施状況及び経費の処理状況について実態調査

を行 う。

36



平成19年 度教育課程研究指定校事業研究主題

（1） 幼稚園

① 幼児一 人一人が集団 とのかかわ りの 中で自己実現 を図 るため の指導の在 り方に関す る研究

（平成18・19年 度）

一人一人 の幼児の発達 は
，同年代 の幼児 と教師が共 に生活す る中で促 されてい く。特 に

幼児が 自分 らしさを発揮 して，学級集 団の中で相互 にかか わ り合 い，葛藤 や挫折 を体験 し

なが らも，刺激 を受 け合 った り，認 め合 った りな どして 自己実 現 を図 るこ とは 「生 きる力」

の基礎 を培 う上で重要 である。

このた め，幼児一人一人が 自己実現 を図るた めの指導の在 り方や幼児 同士 をつな ぐ学級

集 団の在 り方について研究す る。
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教育課程研究指定校事業研究指定校一覧（校種別）

― 平成19年 度 ―

【幼稚園】

研究主題① 幼児一人一人が集団とのかかわりの中で自己実現を図るための指導の在り方に関する研究（幼稚園）

担当官

廣瀬 雅哉 文部科学省初等中等教育局視学官

宍戸 和成 文部科学省初等中等教育局視学官

篠原 孝子 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官

この研究報告書を刊行するにあたり、平成20年4月1日 から関わった担当官

吉川 成夫 文部科学省初等中等教育局視学官
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